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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

磁性と誘電性が強く結合しているマルチフェロイクス物質は、格子に対する不整合な磁気秩序（らせん磁性）、もしくは長周期の整合磁気秩序を有するという特徴がある。このような磁気秩序は、低対称な結晶構造をとることが多い量子スピン磁性体に多くみられる。なぜなら、低い対称性に起因する相互作用の競合や異方的相互作用は、らせん磁性や長周期整合磁気秩序を誘起するからである。このことは、数多くの量子スピン物質を誘電面から研究することが、マルチフェロイクス物質発見の指針として合理的であることを示唆している。そこで私は、らせん秩序を有する一次元量子スピン系LiCu2O2の誘電的性質の測定を行い、電気磁気効果やマルチフェロイクスを見出す試みをおこなった。マグネット、クライオスタット、キャパシタンスブリッジ、微小電流測定装置（ピコアンメータ）などを組み合わせることにより、低温磁場中における誘電率・電気分極測定系を作製した。測定系作製は住友財団の援助により可能となった。電気分極測定は、焦電流をピコアンメータで測定し時間積分することで行った。良質単結晶試料を合成し、今回作製した測定系を用いることにより、反強磁性転移温度で誘電率の異常を観測することに成功した。つまり、S=1/2の量子スピンらせん磁性体においても、電気磁気効果が存在することを明らかにした。マルチフェロイクス研究は、ペロフスカイト型Mn酸化物の誘電性の研究に端を発しており、扱われている物質はスピンの大きなMn酸化物が多かった。その中で、スピンが小さな量子スピン系においても、マルチフェロイクスが存在することを明らかにした点で、本研究は意義があった。
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	欧文概要　ＥＺ

Magneto-electric effect in low dimensional quantum magnet LiCu2O2 was studied by the dielectric constant, electric polarization, and magnetization measurement. The single crystal of LiCu2O2 was grown by flux method. Dielectric constant and polarization measurement system were constructed by combining cryostat with magnet, capacitance bridge, and picoammeter. The electric polarization was estimated by summing the measured pyroelectric current over a certain period of time. We successfully observed an anomaly in the dielectric constant at the magnetic Néel temperature. Our study revealed an enhanced magnet- electric effect in S=1/2 quantum spiral magnet as well as in classical spiral magnet reported so far. 
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